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研究成果の概要（和文）：　本研究は，教師のメンタルヘルスおよび問題対応スキルの向上を目的とした自己アセスメ
ント型キャリア支援プログラムの開発を行うものである。
　首都圏近郊の現役教師を対象にしたプログラム実施と効果測の結果，メンタルヘルスおよび問題対応スキル向上を意
図した個別型サポートとピアキャリアアップ型ワークによって，心のエネルギーが有意に向上していることが窺われた
。また，自記式調査用紙と個別型インタビューにより，自己アセスメントによる自身に対する気づきの発生および自己
課題の明確化や，主観的な問題対応スキルが向上していることが推測された。以上のことから，プログラムが意図した
成果は一定程度認められることが確認された。

研究成果の概要（英文）： This research concerns the development of a self-assessment-style career support 
program aimed at improving the mental health and problem-coping skills of teachers.
 The results of the program and questionnaire which were conducted targeting teachers active in the Tokyo 
area suggest that mental energy is improving significantly through individual support and peer 
career-up-style work aimed at improving mental health and problem-coping skills. Furthermore, it can be 
conjectured that through self-completed questionnaires and separate interviews, subjective problem-coping 
skills are improving, and teachers are gaining clarification on their individual issues, and making 
self-realizations through self-assessment. The above confirms that the program is to a certain degree 
achieving its intended aims.

研究分野： 学校カウンセリング学，教育学
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トレス　予防的・開発的方法　教師の指導力　教師の問題解決スキル
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１．研究開始当初の背景 
	 近年、病気休職者の急増等、教師のメンタ

ルヘルス上の問題が社会問題となっている。

さらに免許更新制度の是非をめぐる議論を

背景に、教師の成長の伸び悩み等への対応が

問題となっている。 
	 教師が精神的健康を保ちつつ、自分の発達

課題に向き合い、教育者としての役割をこな

すために、学校コンサルテーションや構成的

グループエンカウンター、ストレスマネジメ

ント等、さまざまな試みがなされ、一定の効

果をあげている（国分、2003他）。しかしそ
うしたメンタルヘルス向上やキャリア支援

への取り組みの手前で躓いている教師も少

なくないという指摘がある（由布、2009）。 
その原因として、①自己啓発的課題に取り組

むための精神的エネルギーが欠乏している

場合や、②課題への対応スキルが身について

いない可能性が指摘されている（菅野、2009）。
したがって、自己啓発的課題が教師一人ひと

りに根付くためには、教師の精神状態および

問題対応スキルのアセスメントを十分に行

った上、それにあわせた課題設定や支援が必

要なのである。 
	 こうした問題を克服するために、まず教師

自らが自身の精神状態や問題対応スキルを

把握し、キャリア発達課題上の問題点を自ら

の力で理解するツールの開発を行い、同時に

そのようにして得た自己理解に基づくエン

パワーや社会的スキルアップのための新た

なプログラムの開発を行うこととした。 
 
２．研究の目的 
	 本研究は教師のメンタルヘルスおよび問

題対応スキルの向上を目的とした自己アセ

スメント型キャリア支援プログラムの開発

を行うものである。本プログラムは教師自ら

の教育活動を支える心理的状態を把握し、自

分が既に獲得している能力、まだ不十分な能

力等について自己理解する。そうした自己理

解によって教師の抱える心理的問題が整理

されると同時に次なる課題が明確になる。そ

の後、教師が個別実施型サポートおよびピア

キャリアアップ型ワークを通して自立的キ

ャリアアップを支援することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
	 まず、文献研究により現代の教師たちの置

かれているストレス状況や従来行なわれて

きた予防的・啓発的対応方法とその成果につ

いて改めて整理を行った。	 

	 また本研究で着目している自己理解およ

び教育指導力を向上させるという視点から

教師支援のあり方に言及したレビュー論文

は国内外を概観してもほとんどみられない

ため、まずは教師研究の中で上記要因がどの

ように扱われているかの精査を行った。その

上で、その近接要因を導入した尺度およびキ

ャリア支援プログラムの開発・施行上での問

題点について丁寧に考察することを試みた。	 

	 加えて、レビューした論文の妥当性につい

ては現役教師を対象とした質問紙調査およ

びインタビューを通して確認を進めた。	 

	 次に、文献研究の結果をもとに、心理的状

態を査定する評価尺度および教師同士のピ

アキャリアアップ型ワークプログラムの立

案・作成とその効果の検討を行った。	 

	 評価指標としては、子ども版「精神的充

足・社会適応力」評価尺度の項目をベースに

した独自の尺度を利用した。項目としては、

適宜大人版に内容を変更しつつも、測定概念

は同一となるよう調整したものである。	 

	 教師同士のピアキャリアアップ型ワーク

プログラムは、実際の学校現場での指導経験

を持つ首都圏近郊の現役教師７名に対して

行われた。対象教師は全て小学校の所属であ

り、２学年から６学年の学級担任をそれぞれ

担当している。	 

	 期間は６ヶ月間であり、「特別活動として

のグループエンカウンターとソーシャルス

キルトレーニング」をテーマに、それぞれが

独自に工夫した授業を展開した。１ヶ月に一



度、参加者は一堂に会し、それぞれの苦労や

うまく進められたところなどを話し合い、自

己理解や児童理解にもつなげた。また、プロ

グラム全般のスケジューリングや、各回のフ

ァシリテートは、学校臨床心理学を専門とす

る大学教員によって行われた。なお、プログ

ラムには、この大学教員による個別型サポー

トも含まれている。	 

	 プログラム終了後には、上記評価尺度の変

化とともに、自記式調査用紙（自由記述）と

個別型インタビュー調査によりナラティブ

データを収集し、それぞれ効果指標として査

定した。	 

	 

４．研究成果	 

	 首都圏近郊の現役教師を対象にしたプロ

グラム実施と調査の結果、メンタルヘルスお

よび問題対応スキル向上を意図した個別型

サポートおよびピアキャリアアップ型ワー

クによって、「精神的充足・社会適応力」評

価尺度で査定される心のエネルギーが有意

に向上していることが窺われた（p<.01）。ま

た、指導の幅が広がったり、心理・身体的な

不適応の問題を抱えた児童への対処法を副

次的に案出出来たことで心に余裕が生まれ、

管理職・同僚との関係性や、家族に関する要

因、さらには自己評価にかかわる要因におい

ても好転していることが見受けられた。	 

	 また、自記式調査用紙と個別型インタビュ

ーにより、自己アセスメントによる自身に対

する気づきの発生および自己課題の明確化

や、主観的な問題対応スキルが向上している

ことが推測された。	 

	 以上のことから、プログラムが意図した成

果は一定程度認められることが確認された。

今後は、対象者数や属性などのバリエーショ

ンをさらに考慮し、プログラムの汎用可能性

についての検討が求められると考えられた。	 
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